
 

 

大空消防署では、このたび JA共済連北海道から高規格救急自動車の寄贈を受け東藻琴
出張所に配備しました。 
この JA共済連北海道が行う救急自動車の寄贈事業は、交通事故対策活動の一環として

昭和 50 年から始まり、昨年度まで道内自治体に対して延べ 206 台が寄贈されています。  
令和元年度からは、救急業務の高度化、救急体制の更なる充実と地域の救命率向上に

繋がることを願い、寄贈車両を従来の救急自動車と比べ車内空間が広く、救急救命士が
高度な救急救命処置を円滑に行うことができる設備を備えた高規格仕様となっています。 
 
 11月 4日、東藻琴出張所において関係者 20 人が出席し救急自動車受納式が行われ、寄
贈者を代表して JA共済連北海道 城宝北見支所長から寄贈に至った経過報告があり、そ
の後 JAオホーツク網走 乾代表理事組合長から山下町長へ目録とマスコットキーが贈呈
されました。山下町長からは、「高規格救急車の寄贈は大変ありがたい。町民の皆さんが
安全で安心して暮らせるよう有効に活用したい」と謝辞が述べられました。 
 受納式終了後、寄贈された高規格救急自動車の機能説明と、大空消防署が今回の寄贈
に併せ新たに整備した高度救命資器材のデモを行い、同日運用を開始しました。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

【  目録、マスコットキー贈呈】 
  

 
  
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

【経過報告】 



 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
救急車内＜傷病者室／機器収納庫＞ 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


